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まぐろ揚収装置、パワー・スプーン・ネット〃

の試作について

辺見富雄＊・狩俣忠男*＊・鶴留松穂＊

湯脇泰隆＊・嶋田起宜＊

OntheNewlyDesignedHydraulicSpoonNetfbrDippingupTuna

TomioHENMI,TadaoKARIMATA,MatsuhoTsuRuDoME，
YasutakaYuwAKIandKiyoshiSHIMADＡ

AbStract

ThetrainingshipKEITENMARU(854.55grosston),whichbelongtotheFacultyofFish‐

eriesatKagoshimaUniversity，adaptedthecompletesuperstructuｒｅｖｅｓｓｅｌｔｙｐｅａｎｄｏｗｉｎｇｔｏ
ｔｈａｔｔｙｐｅthesafbtyinfishingthetunalonglineandtheoperatione缶ciencyincreasedgreatly，
butitbecamediHiculttotakeinfishwiththefbrmerwaybecausetherewaｓｍｕchheightbet-
weentheupperdeckandthesealevel・

Ｓｏｗｅｍａｄｅｔｈｅｐｏｗｅｒｓｐｏｏｎｎｅｔａｎｄｆｉｔｔｅｄｉｔｔｏｏｕｒｓｈｉｐｔｏｍａｋｅｗｏｒｋｏｆtakinginfisheasy
tomechanizeitsprocess･

Thismachineismadeofthemastwhicｈｇｏｅｓｕｐａｎｄｄｏｗｎｂｙｔｈｅｈｙｄｒａｕｌｉｃｃｙlinderandthe

spoonnetattachedtothearmwhichrotatesonthemast、

Weusedthismachinetentativelyandgottheresultsasexpected，ｔｈｏｕｇｈｔｈｅｒｅｉｓｓｏｍｅｒｏｏｍ

ｆｂｒｓｏｍｅｉｍprovementsinminutepoints．

1．緒言

筆者らは鹿児島大学水産学部練習船敬天丸（総トン数854.55トン）筆者らは鹿児島大学水産学部練習船敬天丸（総トン数854.55トン）の建造に際し船型

を全通船楼船型としたので，まぐろ延縄漁業操業時の安全性は高まり，更に，作業甲板が一

面となるので作業は極めて能率的となる反面，作業甲板（最上層甲板）と海面の垂直距離は

非常に大きくなり，従来のような竹かぎによってまぐろを船内に引揚げる方法は困難となっ

た．

そこで本船の建造工事と併行してまぐろの船内揚収の方法を研究し，作業の機械化，省力

化をはかり，油圧式まぐろ揚収装置「パワー・スプーン・ネット」を試作して本船に設備し

た．

敬天丸の主要目をＴａｂｌｅｌに示す．

＊鹿児島大学水産学部練習船敬天丸（TrainingshipKeitenMaru，FacultyofFisheries,Kago‐
shimaUniversity）

*＊鹿児島大学水産学部漁船運用学教室（LaboratoryofSeamanship,FacultyofFisheries,Kago‐
shimaUniversity）
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Table1．Principalparticularsof‘‘ＫＥＩＴＥＮＭＡＲＵ，，

61.90ｍＬｅｎｇｔｈｏｖｅｒａｌｌ
55.00ｍＬｅｎｇｔｈｂ.ｐ、
１１．００mBreadth(Mld.）

Depth(Mld.）２nddeck/Upperdeck4.70/6.90ｍ
４．００mDesignedloaddraft

Grosstonnage 854.55tons

Nettonnage 252.69toｎｓ

ＭａｉｎＥｎｇｉｎｅ ＤＡＩＨＡＴＳＵ６ＤＳＭ－３２１set

SingleActing4CycleSuperchargedDieselEngine

Max・desingedoutput2,000ｐ､s・×600/270r・ｐ．ｍ．

Normaloutput l,700ｐ､s・×600/270r・ｐ．ｍ．

Trialspeed 14.762Kt

Cruisingspeed 1３．０Ｋｔ

ｌＯＣｏｍｐｌｅｍｅｎｔＯＨｉｃｅｒ
Ｃｒｅｗ ２１

Profbssor ３

Cadet ４０

Total ７４

KeelLaidon27thOct，１９７３

Iaunchedon25thFeb･I974

Completionon5thJu1.1974

敬天丸は昭和49年７月に竣工，同年12月より昭和50年２月まで東部太平洋において，また，

昭和50年４月より７月まで印度洋においてまぐろ延縄漁業の操業を行ない，同時に本装置の

実船使用試験を実施した．

２．装置の概要および構成

現在のまぐろ延縄漁船は二，三の例外を除きほとんどが前部甲板を低くした，いわゆる凹

甲板船型である．この船型を採用する最大の理由は漁獲物の船内取込み作業が容易だからで

ある．しかし，そのために荒天操業時には前部甲板は波に洗われ，作業の危険性は高く，更

に，揚縄を終った漁具は一段高い船尾楼甲板に運び上げなければならず，非能率的である．

従って，優れたまぐろの揚収装置を開発することによって船型を全通船楼船型とすること

が可能となり，作業の安全性を高めると共に能率的な作業を行なうことができ，省力化も期

待できる．

本装置は枝縄にかかって舷側に引寄せられたまぐろを舷門の船尾側から油圧駆動による大

型のたも網によってすくって作業甲板附近まで引上げ，たも網の中のまぐろを人力によって

船内に取込むものである．

装置の設計に当り，次の事項を具備要件として検討した．

（１）通常の揚縄作業の邪魔にならないこと．
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□

２OＷＥＲＳＰＯＯＮＮＥＴ

Fig.２．ArrangementofthePowerSpoonNet．
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（２）作業は迅速で操作が容易であり，人手を要しないこと．

（３）魚体を傷めないこと．

（４）安全であること．

（５）喫水の変化に対応しうること．

（６）故障が少ないこと．従って極力単純な構造とすること．

（７）重量が過大とならないこと．（重量は2.5トン以下を条件として考えた｡）

（８）装置を使用しない時は完全に船内（内舷）に収納可能であり，出し入れ作業が容易
なこと．

（９）安価なこと．

本装置の構成をFig.１に，関係機器類の船内配置図をFig.２に示す．

本装置は上下にスライドする「スライドマスト」と，このスライドマストの下部に取付け

られ先端に2,000ｍｍ×900ｍｍの大型たも網を有するｒ回転アーム」が主要部をなしている．

マストを上下にスライドさせるためにはｒスライドガイドマスト」があり，また，装置を使

用する時はスライドガイドマストを舷外に張出し，使用しない時は内舷に収納するための

ｒ旋回ポスト」がある．旋回ポストは船体に固定された「ポストスタンド」にはめ込まれて

おり，旋回用ハンドルを回して所定の位置に旋回しピンで固定する．

スライドマストはマスト上下用油圧シリンダーによって回転するピニオンとスライドマス

トに取付けられたラックによって上下し，回転アームはアーム回転用シリンダーによって駆
動する．

油圧系統図はFig.３に示す通りである．油圧ポンプは揚錨機用電動油圧ポンプを兼用し，
船首附近の油圧ポンプ室に配置した．

操作は船橋右舷側ウイングにおいて行ない，スライドマストの上下とアームの回転の２つ

ＬＩＮＥＩＨＡＵＬＥ

回．○
Ｅー可
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の操作が夫々のコントロールバルブにより，

る．

装置の主要機能はＴａｂｌｅ２の通りである．

方向およびスピードについてコントロールされ

ＵＰＡＮＤＤＯＷＮＣＹＬＩＮＤＥＲＦＯＲｌｖｌＡＳＴＴＵＲＮＩＮＧＣＹＬＩＮＤＥＲＦＯＲＡＲＭ

笠i耐

¥i窯三

港i-i〒iiIYl:Ｉ
之)Ｊ‐{１

１ － － 一 一 一－－－－－－－－－－一一一一一→－－－－－－－一一一 一

Ｆｉｇ．３．Circuitdiagramofhydraulicsyste、．

Table２．PrincipalPerfbrmanceofPowerSpoonNet．

Max．ｌoad

Stroke

SlidingspeedofMast

Max・angleofArm

TurningspeedofArm

Hydraulicpressure

Weight

Pump(CombinedusefbrWindlass）
Pressure

Flux

3．作動の概要

本装置の操作を順を追って記すと次の通りである．

a・準備

１５０Ｋｇ
２．７ｍ

0.27ｍ/sec
l80o

18o/ｓｅｃ

ｌ４５Ｋｇ/cｍ2

2,500Ｋｇ

145Ｋｇ/cm2

1181/ｍin．

(1)先ず，ストップバルブＳＶ５を閉じて本機用ストップバルブを開き，次に油圧ポン
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Fig.４．．Photographshowmgthcmotionol､ＰｏｗｃｒＳｐｏｏｎＮｃｔ．
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プＰＶ５を始動させる．

（２）旗'''１ポストの間定ピンを外し，スライドマストを上限まで上げ，旗IⅡlポストの旗Iul

川ハンドルをlIIlして適当な位置まで旗'1』し，この位置で|Ⅱ１帳アームおよび大埋たも網を連結

する．（船内収納の際は'''11侭アームおよびたも網は取外してある.）

（３）旋回ハンドルを'１１Iしてスライドガイドマストが船体と平行になるまで旗|､'し，（初め

の位縦から90.旗|Iilしたことになる.）旗'''1ポストをピンで問定する．以上で準備を完了する．

ｂ ･操業

（１）アーム同i低川コントロールパルプを操作してliil,低アームを船尾側に１８０．m唯する．

Fig.４（ａ）～（ｅ）参照

（２）マストスライド川コントロールバルブを操作してスライドマストを適当な位世まで

降下させ，まぐろのすくい上げに術える．Fig.４（ｆ）～（９）参照

（３）枝純にかかったまぐろが舷側に引寄せられた時，アームlIiI娠川コントロールバルブ

を操作して回i低アームを船首側に180.''1椎し，まぐろをすくい上げる．Fig.４（ｈ)～（１）お

よびFig.５（ａ）～（ｅ）参照

（４）マストスライド用コントロールバルブを操作して綱がブルワークの高さにたるまで

スライドマストを上昇させる．Fig.４（、）～（ｏ）参照

（５）たも網の中の魚を船内に取込む．Fig.５（ｆ）参照

i灘’
(a） (b） (c）

( d）（e）①

Ｆｉｇ．５．Photographshowinglhedippinguptura．
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（６）再び(1)～(2)の操作を行って次のまぐろのすくい上げに備える．

c・格納

準備(1)～(3)の順序を逆に行ない，網および回転アームを取外し，装置を完全に内舷に収

納する．

４．試験の結果および考察

実船試験の結果について考察する．

（１）操作はスライドマストの上下と回転アームの回転の２つであり，それぞれ１本のコ

ントロールバルブのレバーを動かすだけで方向およびスピードを制御できるので熟練を要し

ない．

（２）実測の結果スライドマストの上昇又は下降の最高速度は0.34ｍ/sec，アームの回転

の最高速度は18./seｃであり，この速さは共に適当であった．また，スロースピードのコン

トロールもスムーズであった．

（３）本装置の船体配置上の位置はやや船尾に寄り過ぎたようである．出来れば固定ポス

トをもう少し船首寄りに設置すべきであったと思われるが現位置でも使用上支障はない．ま

た，本船の配置上，現在位置より船首側に移動することは不可能である．

（４）たも網の枠の大きさは2,000ｍｍ×900ｍｍで，まぐろ用としては充分であるが，大

型のかじきの場合は小さく，且つ，吻端が尖鋭であるためすくい揚げに困難であり，また，

たも網から船内取込みにも苦労した．かじき類については今後もう少し研究を要する．

（５）網の深さは当初900ｍｍとしたが深過ぎたため，網からまぐろを船内に取込む際に

苦労したので700ｍｍとして適当であった．

（６）網目の大きさは１０ｃｍとしたが適当であった．

（７）魚体を傷つけないという点では従来の方法より優れており，網の中にすくい揚げら

れた魚はほとんどあばれないので取扱いが容易であった．

（８）従来の方法より労力が軽減された．

（９）縄のもつれと一しょに魚がかかって来た場合には本装置の使用は困難であづた．

（10）揚錨機の油圧ポンプを使用したため，スライドマストの上下とアームの回転を同時

に行なう場合に流量が不足するようである．この点については今後検討する．

（11）ブルワーク附近まで上って来たタモ網からまぐろを船内に取込む方法として，更に

もう一挙動アームを軸として９０．回転させる方法も考えられるが装置が複雑となり種々の点

で問題がある．

５．結論

筆者らは全通船楼船のように海面と作業甲板の高さが大きなまぐろ延縄漁船のまぐろ揚収

装置として「パワースプーンネット」を試作し，敬天丸に装備して操業試験を実施した．

試験の結果次のような長所，欠点があり，細部についてはなお改良を要する点もあるが大

体において当初計画した通りの成果をあげることができた．
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欠

点

操作が簡単で熟練を要しない．

魚体を傷めない．

労力が軽減される．

操業の邪魔にならない．

油圧を使用しているので速度の制御が自111であり，安全である．

収納が簡単である．

点

大型のかじき等に使用する場合，困難である．

もつれ純と一しょにまぐろがかかって来た場合に使用が困難である．

利
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終りに，本装置の開発にあたり御協力を賜った株式会社関ヶ原製作所に対し感謝の意を表

します．

文 献

業室親正･他（1973）：“水産資材便覧，漁業資材編"，291-293（北海水産新聞社)．

香良光雄（1968）：“油圧装置の解説'，（成山堂)．

l）

2）


